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当たり前の日常に感謝しつつ、笑顔あふれる学校生活を！ 

先般の令和８年熊本地震発生時には、「まなびポケット」による安否確認への迅速なご回答をいた

だき、ありがとうございました。幸い本校では物的、人的共に大きな被害はありませんでしたが、ご

親戚など身近な方々の中には、今もなお困難な生活を余儀なくされていらっしゃる方がおられるので

はないかと思います。被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げますとともに１日も早い復旧・復

興をお祈り申し上げます。 

このような中で、本日、こうして無事に2学期の始業式を迎えられましたことを、職員一同、心か

ら嬉しく思います。当たり前の日常に感謝しつつ、子どもたちの笑顔あふれる、実り多き２学期とな

るよう努めて参ります。今学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

美化作業お世話になりました。 ＊＊９月の主な行事予定＊＊ 

１日（木） 地域未来塾（５年生） 

６日（日） ４年学年行事 

７日(月) 多良木町教育委員会学校訪問 

８日（木） 水俣に学ぶ肥後っ子教室 

９日(金)  球磨支援学校との交流会 

（２．３年） 

1４日（月） 教育実習開始（～１０月２日） 

１６日（金） さわやか集会 

２０日（日） くま川鉄道全線開通イベント 

２４日（木） フリー参観日 

 

 
黒肥地小 HP 

自分の力でこぎだそう！ 

始業式では、合言葉「え・が・お」の中の「が：学習を自らつくり、何事にも 

進んで取り組む」ことについて、自転車の練習を例に以下のような話をしました。（以下要約） 

～自転車は、誰かに後ろを支えてもらうだけではいつまでも一人で乗れるようにはなりません。自分

から「できるようになりたい！」と強く願い、自らペダルをこぎ出すことが大切です。そして、何度

も転びながら、うまくバランスを取る術を身に付けていきます。学習も同じです。自分から課題に向 

かい、自分に合った学び方を見付け、粘り強く取り組むことで、力が付いていきます。２学期、「で

きるようになりたい」思いを大切にして、失敗を恐れずに挑戦し、自分の足で「「行きたい未来」へ向

かって進んでいけるように、学びの１歩を自分からこぎだしていきましょう！～   

子どもたちが主体的に学び、自ら考える力を育めるよう、教職員一丸となって 

日々の授業づくりに取り組んでいきます。あわせて保護者の皆様におかれまして 

も、ご家庭での学習の様子を見守り、温かい励ましの声をかけていただくなど、子 

どもたちの自立した学びに向けた後押しをしていただけますと幸いです。 

 

8 月 23日（日）に PTA親子美化作業を行いました。当

日は早朝からの作業にもかかわらず、多くの皆様にご参加

いただき、誠にありがとうございました。今回は、除草作

業に加え、危険だった大木の枯れ枝についても、ご厚意に

より除去していただきました。皆様のご協力のおかげで、 

新学期を気持ちのよい環境の 

中で安心して迎えることがで 

きます。 

また、熊本地震に対する募 

金活動にご協力いただきまし 

た皆様にも重ねて御礼申し上 

げます。 


